
二
〇
二
五
年
度

日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会

・
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
研
究
発
表
要
旨

・
シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

要
旨

期
日
　
十
月
二
十
五
日
（
土
）・
二
十
六
日
（
日
）・
二
十
七
日
（
月
）

会
場
　
龍
谷
大
学
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
〒
600
―

8268
　
京
都
市
下
京
区
七
条
通
大
宮
東
入
大
工
町
一
二
五
―
一



日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
の
ご
案
内

会
員
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

二
〇
二
五
年
度
秋
季
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

左
記
の
案
内
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

◆
参
加
の
手
続
き

・
参
加
の
申
し
込
み
と
参
加
費
・
懇
親
会
費
の
支
払
い
は
、Peatix

ま
た
は
郵
便
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　【Peatix

で
の
申
し
込
み
・
支
払
い
】

　
　
　
　U

R
L

ま
た
はQ

R

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　U

R
L

　https://2025-autum
n.peatix.com

  
 

 
 

 
 

　
　【
郵
便
振
替
で
の
申
し
込
み
・
支
払
い
】

　
　
　
　
郵
便
局
備
え
付
け
の
振
替
用
紙
に
金
額
の
内
訳
を
明
記
し
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
振
替
番
号
・
加
入
者
名
　
　
〇
〇
一
六
〇
―
一
―
一
〇
二
八
一
三
　
　
日
本
近
世
文
学
会

・
申
し
込
み
と
支
払
い
の
締
切
は
十
月
二
日
で
す
。Peatix

で
の
申
し
込
み
は
同
日
十
三
時
締
切
で
す
。

・
参
加
費
は
一
〇
〇
〇
円
、
懇
親
会
費
は
一
般
七
〇
〇
〇
円
（
大
学
院
生
・
学
部
生
三
〇
〇
〇
円
）
で
す
。

◆
領
収
書
・
出
張
依
頼
状

・ 

学
会
印
の
入
っ
た
領
収
書
が
必
要
な
方
は
、
学
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。Peatix

を
ご
利
用
の
場
合
、
シ
ス
テ
ム
上
で
領
収
書
の
発
行
が
可

能
で
す
。

・
出
張
依
頼
状
が
必
要
な
方
は
、
氏
名
・
職
名
・
提
出
先
・
出
張
期
間
を
明
記
し
、
学
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



◆
大
会
当
日
に
つ
い
て

・
対
面
形
式
で
開
催
し
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
中
継
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
会
場
受
付
で
資
料
集
を
お
渡
し
し
ま
す
。
不
参
加
の
方
へ
の
資
料
集
の
郵
送
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

・
会
場
受
付
で
託
児
料
金
補
助
申
請
書
を
配
付
し
ま
す
。
必
要
な
方
は
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

・
大
会
二
日
目
の
昼
食
の
用
意
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
大
会
三
日
目
の
文
学
実
地
踏
査
は
、
会
場
に
て
資
料
を
配
付
し
ま
す
の
で
、
各
自
・
各
グ
ル
ー
プ
で
お
回
り
く
だ
さ
い
。

 

日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
会
場
校
代
表
　
　
和
田
　
恭
幸
（
龍
谷
大
学
）　
　

 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　yw

ada5209@
let.ryukoku.ac.jp

　

 

日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
実
行
組
織
　
　
　
寺
田
　
詩
麻
（
龍
谷
大
学
）　
　

 

岩
間
　
智
昭
（
花
園
大
学
・
非
）

 

日
本
近
世
文
学
会
事
務
局
代
表
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
至
子 

　
　
　
　
　
　
　

 

〒
113
― 

0033
　
東
京
都
文
京
区
本
郷
七
―
三
―
一
　  

　
　

 

東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内
　  

　

 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　info@

kinseibungakukai.com

　



大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
会
場
】
龍
谷
大
学
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス

【
行
事
】

第
一
日
　
十
月
二
十
五
日
（
土
）

委
員
会
（
一
一
・
五
〇
〜
一
三
・
一
〇
）　
　
　
　
委
員
会
会
場
　
東
黌
三
階
三
〇
一
教
室

大
会
受
付
（
一
二
・
三
〇
）

開
会
（
一
三
・
三
〇
）

研
究
発
表
会
（
一
三
・
四
〇
〜
一
七
・
二
五
）　
　
研
究
発
表
会
会
場
　
東
黌
一
階
一
〇
一
教
室

　
1
　
浅
井
了
意
の
怪
談
と
軍
書
『
後
太
平
記
』
―
素
材
摂
取
の
関
係
性
を
中
心
に
― 

北
海
道
大
学
（
院
）　
吉
藤
　
岳
峰

　
2
　『
懐
硯
』
巻
四
の
二
「
憂
目
を
見
す
る
竹
の
世
の
中
」
考
―
丁
蘭
説
話
の
利
用
― 

大
阪
大
学
　
仲
　
　
沙
織

　
3
　『
平
安
花
柳
録
』
の
検
討
―
白
話
に
よ
る
遊
女
の
表
現
を
め
ぐ
っ
て
― 

京
都
先
端
科
学
大
学
　
宮
本
　
陽
佳

　
4
　
読
本
『
玉
掻
頭
』
に
お
け
る
長
編
構
成
の
方
法 

島
根
大
学
　
田
中
　
則
雄

　
5
　「
質
屋
庫
」「
塵
塚
」「
屑
籠
」
の
真
夜
中
の
談
話
を
立
ち
聞
く
―
西
村
天
囚
『
屑
屋
の
籠
』
論
― 

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
（
院
）　
イ

・

デ
ン

　
6
　
馬
場
文
耕
処
罰
一
件
資
料
批
判
―
町
奉
行
所
史
料
を
使
用
し
て
― 

岡
山
大
学
　
山
本
　
秀
樹

懇
親
会
（
一
八
・
〇
〇
〜
二
〇
・
〇
〇
）　
　
　
　
懇
親
会
会
場
　
清
和
館
一
階
食
堂

第
二
日
　
十
月
二
十
六
日
（
日
）

大
会
受
付
（
九
・
一
〇
）

研
究
発
表
会
（
九
・
四
〇
〜
一
一
・
四
〇
）　
　
　
研
究
発
表
会
会
場
　
東
黌
一
階
一
〇
一
教
室

　
7
　
小
原
大
丈
軒
の
詩
観
に
つ
い
て 

九
州
大
学
（
院
）　
中
山
　
成
一

　
8
　
林
家
に
お
け
る
蘇
軾
「
聚
星
堂
雪
」
の
受
容
―
林
羅
山
・
林
鵞
峰
・
林
読
耕
斎
を
中
心
に
― 

お
茶
の
水
女
子
大
学
（
院
）　
鄭
　
　
瑞
雪



　
9
　
永
田
善
斎
『
膾
餘
雑
録
』
に
つ
い
て
―
黎
明
期
の
漢
文
随
筆
― 

九
州
大
学
　
川
平
　
敏
文

昼
休
み
（
一
一
・
四
〇
〜
一
二
・
五
〇
）

編
集
委
員
会
会
場
　
東
黌
二
階
二
〇
五
教
室

研
究
発
表
会
（
一
二
・
五
〇
〜
一
四
・
〇
〇
）　
　
研
究
発
表
会
会
場
　
東
黌
一
階
一
〇
一
教
室

　
10
　
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵
「
合
作
・
富
士
山
図
」
に
つ
い
て
―
妙
法
院
宮
真
仁
法
親
王
文
化
圏
の
可
視
化
―

 

大
阪
大
学
名
誉
教
授
　
飯
倉
　
洋
一

　
11
　
金
沢
の
前
句
付 

奈
良
大
学
名
誉
教
授
　
永
井
　
一
彰

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
一
四
・
一
〇
〜
一
六
・
二
〇
）  

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場
　
東
黌
一
階
一
〇
一
教
室

「
勧
化
本
研
究
の
可
能
性
」

　
一
、 

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
趣
旨
と
勧
化
本
の
研
究
に
つ
い
て 

　

 

司
会
者
　
　
　
　
　 

　
　
龍
谷
大
学
　
和
田
　
恭
幸

 

司
会
者
補
助
　
　
　
花
園
大
学
（
非
）　
岩
間
　
智
昭

　
二
、
浅
井
了
意
の
存
疑
仏
書
に
見
る
近
世
前
期
の
仏
書
出
版 

大
阪
大
谷
大
学
　
木
村
　
迪
子

　
三
、
誓
誉
の
仏
教
長
編
説
話 

東
京
成
徳
大
学
（
非
）　
山
下
　
琢
巳

 

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー 

　
　
　
鶴
見
大
学
　
万
波
　
寿
子

 

同
朋
大
学
名
誉
教
授
　
服
部
　
　
仁

閉
会
（
一
六
・
三
〇
）

第
三
日
　
十
月
二
十
七
日
（
月
）

文
学
実
地
踏
査
　
会
場
に
て
資
料
を
配
付
し
ま
す
。



研
究
発
表
要
旨

浅
井
了
意
の
怪
談
と
軍
書
『
後
太
平
記
』

―
素
材
摂
取
の
関
係
性
を
中
心
に
―

 

北
海
道
大
学
（
院
）　
吉
　
藤
　
岳
　
峰

浅
井
了
意
の
怪
談
『
伽
婢
子
』（
寛
文
六
年
刊
）
は
、『
剪
灯
新
話
』
な

ど
の
中
国
小
説
か
ら
構
想
を
得
て
、『
本
朝
将
軍
記
』
な
ど
の
軍
書
の
歴

史
著
述
を
基
に
翻
案
し
た
仮
名
草
子
で
あ
り
、
近
世
怪
談
の
嚆
矢
と
し
て

後
代
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
一
方
で
続
編
と
さ
れ
る『
狗
張
子
』

（
元
禄
五
年
刊
）
は
、
そ
の
構
想
の
範
囲
を
『
本
朝
故
事
因
縁
集
』
な
ど

の
本
邦
の
先
行
作
品
に
も
広
げ
て
摂
取
し
て
お
り
、
未
だ
典
拠
不
明
の
話

も
多
い
。

本
発
表
で
は
、『
伽
婢
子
』
巻
十
三
の
一
「
天
狗
塔
中
に
棲
」
が
軍
書
『
後

太
平
記
』（
延
宝
五
年
刊
）
と
そ
の
周
辺
軍
書
『
後
太
平
記
評
判
』『
続
太

平
記
貍
首
編
』
へ
摂
取
さ
れ
て
い
る
可
能
性
と
、巻
三
の
四
「
梅
花
屏
風
」

が
中
村
幸
彦
氏
の
先
行
研
究
で
示
さ
れ
た
『
続
太
平
記
貍
首
編
』
だ
け
で

な
く
『
後
太
平
記
評
判
』
へ
も
摂
取
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
示
す
。
ま
た

一
方
で
『
狗
張
子
』
巻
三
の
五
「
大
内
義
隆
の
歌
」、
巻
七
の
一
「
細
工

の
唐
舩
」、巻
七
の
四
「
五
条
の
天
神
」
に
つ
い
て
、新
た
に
『
後
太
平
記
』

が
典
拠
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、浅
井
了
意
の
怪
談
と
軍
書
『
後
太
平
記
』

が
、互
い
に
素
材
を
摂
取
し
合
う
関
係
性
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

井
上
泰
至
『
近
世
刊
行
軍
書
論
　
教
訓
・
娯
楽
・
考
証
』（
笠
間
書
院
、

二
〇
一
四
年
）
で
は
、「
寛
文
・
延
宝
期
刊
行
の
軍
書
の
特
徴
は
、
歴
史

読
み
物
と
し
て
洗
練
さ
れ
て
ゆ
く
点
に
あ
っ
た
」
と
す
る
。
本
発
表
で
は

そ
の
考
え
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
了
意
に
お
け
る
読
物
化
す
る
軍
書
の
位
置

づ
け
と
い
う
点
を
詳
細
に
考
究
す
る
。

『
懐
硯
』
巻
四
の
二
「
憂
目
を
見
す
る
竹
の
世
の
中
」
考

―
丁
蘭
説
話
の
利
用
―
　

 

大
阪
大
学
　
仲
　
　
　
沙
　
織

『
懐
硯
』（
貞
享
四
年
〈
一
六
八
七
〉
三
月
序
）
巻
四
の
二
「
憂
目
を
見

す
る
竹
の
世
の
中
」
は
、
左
近
兵
衛
の
《
孝
》
や
母
親
が
《
笋
》
に
刺
さ

れ
て
死
ぬ
と
い
う
内
容
か
ら
、先
行
研
究
で
は
主
に
『
二
十
四
孝
』「
孟
宗
」

と
の
関
連
性
が
注
目
さ
れ
て
き
た
章
段
で
あ
る
。
し
か
し
、
巻
四
の
二
の

展
開
に
は
《
妻
と
の
離
縁
》《
母
の
死
》《
隣
人
の
殺
害
》《
事
件
の
裁
決
》

な
ど
、『
二
十
四
孝
』「
孟
宗
」
に
は
見
ら
れ
な
い
要
素
が
多
い
。

本
発
表
で
は
、『
懐
硯
』
巻
四
の
二
の
新
た
な
典
拠
と
し
て
、
丁
蘭
説

話
の
利
用
を
指
摘
す
る
。
孝
子
丁
蘭
を
描
い
た
作
品
と
し
て
は
、
亡
き

母
の
像
を
傷
つ
け
た
妻
を
謝
罪
さ
せ
る
『
二
十
四
孝
』「
丁
蘭
」
が
現
在

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、『
二
十
四
孝
』
と
は
異
な
る
展
開
を
と
る

話
型
も
当
時
広
く
受
容
さ
れ
て
お
り
、
妻
を
離
縁
す
る
も
の
、
隣
人
が
母

の
像
を
傷
つ
け
、
丁
蘭
が
隣
人
を
殺
害
す
る
も
孝
ゆ
え
に
罪
を
許
さ
れ
る

も
の
、
妻
と
隣
人
の
両
方
が
登
場
す
る
も
の
な
ど
が
存
在
す
る
。『
懐
硯
』

巻
四
の
二
は
こ
れ
ら
の
丁
蘭
説
話
か
ら
要
素
を
取
り
入
れ
て
構
成
さ
れ
て

お
り
、
さ
ら
に
丁
蘭
や
孟
宗
以
外
の
孝
子
譚
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
従
来
左
近
兵
衛
の
行
為
は
行
き
過
ぎ
た
孝
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
左
近
兵
衛
の
行
動
と
当
時
の
孝
子
像
と
を
比
較
・
検
証

す
る
と
、
彼
の
孝
は
過
剰
で
は
な
く
、
む
し
ろ
内
実
の
伴
わ
な
い
空
疎
な



に
登
場
す
る
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
を
踏
ま
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
当
時
の

文
人
た
ち
が
白
話
小
説
に
見
ら
れ
る
女
性
の
類
型
や
評
価
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、「
侠
」
の
精
神
を
持
つ
人

物
像
や
遊
女
像
は
、
後
の
読
本
や
日
本
の
創
作
白
話
小
説
に
も
見
ら
れ
る

た
め
、『
平
安
花
柳
録
』
が
後
続
作
品
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
も
示
唆

さ
れ
る
。

読
本
『
玉
掻
頭
』
に
お
け
る
長
編
構
成
の
方
法

島
根
大
学
　
田
　
中
　
則
　
雄

読
本
『
玉
た
ま
の

掻さ
し
ぐ
し頭

』（
司し

馬ば

芝し

叟そ
う

作
話
、
茅ち

停ぬ

平へ
い

魚ぎ
ょ

増
補
、
文
化
九
年
、

大
坂
刊
）
に
次
の
話
が
あ
る
。
上
州
の
呉
服
屋
十
兵
衛
が
、
大
坂
で
稼
い

だ
大
金
を
帯
し
て
帰
郷
の
途
、
賊
に
付
け
回
さ
れ
て
窮
迫
。
宿
の
遊
女
御み

崎さ
き

が
金
子
を
預
か
り
、
櫛
を
合
符
と
し
て
渡
す
。
十
兵
衛
は
帰
宅
後
、
こ

の
櫛
を
盗
ま
れ
金
子
を
騙
り
取
ら
れ
る
も
、
御
崎
の
知
略
に
よ
り
取
り
戻

す
。こ

の
話
は
津
村
正
恭
『
譚
海
』「
武
州
熊
谷
に
農
夫
あ
り
」
の
一
条
を

典
拠
と
す
る
（
青
木
繁
「「
信
州
お
六
櫛
」
を
め
ぐ
っ
て
」）。
但
し
本
作

で
は
、
こ
の
櫛
は
元
来
都
の
玉
城
家
の
宝
物
で
あ
っ
た
と
し
、
こ
れ
が
同

家
か
ら
盗
ま
れ
る
こ
と
が
発
端
と
な
っ
て
、
雑
掌
各か

が

務む

阿あ

三さ
ぶ
ろ
う郎
は
苦
難
に

陥
り
、
甲
州
武
田
家
臣
の
菱ひ

し

山や
ま

友と
も

次じ

郎ろ
う

は
放
逐
さ
れ
て
町
人
呉
服
屋
十
兵

衛
と
な
っ
た
と
す
る
。
実
は
友
次
郎
・
阿
三
郎
は
兄
弟
、
御
崎
は
元
来
阿

三
郎
の
許
婚
で
あ
っ
た
。
櫛
を
主
軸
に
、人
物
達
の
〈
零
落
と
復
帰
〉、〈
離

別
と
邂
逅
〉
の
筋
を
緊
密
に
連
動
さ
せ
る
こ
と
で
長
編
を
構
成
す
る
。

恰
も
同
じ
文
化
九
年
、曲
亭
馬
琴
が
『
青あ

お

砥と

藤ふ
じ

綱つ
な

摸も

稜り
よ
う

案あ
ん

』後
集
に
『
譚

も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、本
発
表
で
は
『
懐
硯
』
巻
四
の
二
に
お
け
る
『
二
十
四

孝
』
に
限
ら
れ
な
い
西
鶴
の
幅
広
い
孝
子
譚
利
用
と
、
多
面
的
な
孝
の
描

写
方
法
に
つ
い
て
示
す
。

『
平
安
花
柳
録
』
の
検
討

―
白
話
に
よ
る
遊
女
の
表
現
を
め
ぐ
っ
て
―

 
京
都
先
端
科
学
大
学
　
宮
　
本
　
陽
　
佳

『
平
安
花
柳
録
』
は
、
京
都
の
遊
女
た
ち
の
姿
を
白
話
で
描
こ
う
と
し

た
作
品
で
あ
る
。
傾
城
・
白
人
・
山
衆
・
契
短
・
桑
下
・
比
丘
尼
・
釣
媱

婦
の
七
つ
の
項
目
で
構
成
さ
れ
、
宗
政
五
十
緒
氏
に
よ
り
松
室
松
峡
の
作

で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
元
文
年
間
頃
の
成
立
と
さ
れ
、
日
本

に
お
け
る
白
話
小
説
的
表
現
の
初
期
の
試
み
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
文
章

は
や
や
稚
拙
な
が
ら
、
豊
富
な
白
話
語
彙
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
本
発
表
で
は
『
平
安
花
柳
録
』
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
そ
の

創
作
の
方
法
や
、日
本
の
人
物
や
風
俗
を
白
話
で
表
現
し
よ
う
と
す
る
時
、

ど
の
よ
う
な
変
容
が
生
じ
る
の
か
を
考
察
す
る
。

『
平
安
花
柳
録
』
は
洒
落
本
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
構

成
は
元
禄
期
の
浮
世
草
子
が
参
考
に
さ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、

吉
野
太
夫
や
釣
り
者
と
い
っ
た
登
場
人
物
の
描
写
は
特
徴
的
で
あ
る
。『
好

色
一
代
男
』
で
「
情
第
一
深
し
」
と
評
さ
れ
た
吉
野
太
夫
は
、
本
作
に
お

い
て
は
「
侠
」
や
「
義
」
と
い
っ
た
性
格
が
描
か
れ
て
お
り
、
市
井
の
釣

り
者
は
悪
女
的
な
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
人
物
像
は
、白
話
小
説
『
水
滸
伝
』『
金
瓶
梅
』
や
『
板
橋
雑
記
』



順
番
に
身
の
上
話
を
す
る
趣
向
は
、
曲
亭
馬
琴
の
考
証
読
本
『
昔
語
質
屋

庫
』
に
倣
う
と
西
村
は
主
張
す
る
が
、
一
読
す
れ
ば
む
し
ろ
古
典
落
語
や

講
談
、
黄
表
紙
や
合
巻
を
広
く
摂
取
し
て
い
る
こ
と
が
歴
然
と
す
る
。
つ

ま
り
、
僅
か
一
、二
年
前
に
現
れ
た
坪
内
逍
遥
の
『
小
説
神
髄
』
と
は
別

の
方
向
に
新
「
小
説
」
の
可
能
性
を
求
め
た
と
い
え
よ
う
。
舌
耕
藝
や
戯

作
に
止
ま
ら
ず
、
堂
々
た
る
漢
文
訓
読
体
（「
今
体
文
」）
を
基
調
に
し
、

自
作
の
漢
詩
文
も
の
も
は
め
込
み
、「
屑
」
の
旧
所
有
者
の
身
分
階
層
に

応
じ
多
様
な
文
体
を
鏤
め
て
い
る
。
使
い
果
て
た
モ
ノ
、
無
視
さ
れ
た
モ

ノ
、
捨
て
ら
れ
た
モ
ノ
に
話
さ
せ
、
そ
の
根
源
的
な
「
価
値
」
を
問
い
直

し
、
批
評
の
場
と
し
て
創
造
さ
れ
た
作
品
で
あ
ろ
う
。

馬
場
文
耕
処
罰
一
件
資
料
批
判

―
町
奉
行
所
史
料
を
使
用
し
て
― 

岡
山
大
学
　
山
　
本
　
秀
　
樹

旧
幕
府
引
継
書
の
町
奉
行
所
史
料
中
に
含
ま
れ
る
馬
場
文
耕
一
件
関
係

者
の
科
書
は
、
南
和
男
氏
に
よ
り
そ
の
ご
く
一
部
が
一
般
向
け
に
紹
介
さ

れ
（『
江
戸
の
町
奉
行
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
七
年
）、
ま
た
、
そ
れ
を

承
け
て
ド
イ
ツ
法
理
論
研
究
者
に
よ
る
論
文
で
一
部
が
使
用
さ
れ
て
い
る

（
山
口
廸
彦
「
徳
川
時
代
の
出
版
規
制
と
文
芸
―
馬
場
文
耕
一
件
を
中
心

に
―
」『
日
本
大
学
法
科
大
学
院
法
務
研
究
』
六
、平
成
二
十
二
年
三
月
）。

し
か
し
な
が
ら
右
に
概
況
を
記
し
た
通
り
そ
の
使
用
は
極
め
て
部
分
的

な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
、
既
知
の
他
の
資
料
が
持
つ
記
述
と
の
比
較

検
討
は
全
く
行
わ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
史
資
料
間
に
記
述
の
異
同
が

存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
こ
と
は
無
視
さ
れ
、
そ
の
本
文
批
評

海
』
同
条
を
用
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、
櫛
の
扱
い
は
単
発

的
で
、
善
悪
応
報
、
親
族
間
の
因
果
の
中
で
生
き
る
人
々
の
様
相
を
描
出

す
る
こ
と
の
方
に
力
点
を
置
く
。
後
に
『
玉
掻
頭
』
は
『
信
州
お
六
櫛
』

に
歌
舞
伎
化
さ
れ
る
（
文
化
一
一
年
、
大
坂
大
西
芝
居
。
青
木
前
掲
論
文

に
よ
る
）。
ま
た
馬
琴
作
か
ら
は
大
岡
政
談
の
実
録「
越
後
伝
吉
」が
成
る
。

こ
れ
ら
と
対
比
す
る
と
き
、『
玉
掻
頭
』の
方
法
の
特
徴
が
把
握
で
き
る
が
、

そ
れ
は
、
読
本
の
表
現
様
式
の
根
底
に
あ
る
も
の
は
何
か
と
い
う
大
き
な

問
い
を
考
究
す
る
た
め
の
礎
と
な
り
得
る
も
の
と
考
え
る
。

「
質
屋
庫
」「
塵
塚
」「
屑
籠
」
の
真
夜
中
の
談
話
を
立
ち
聞
く

―
西
村
天
囚
『
屑
屋
の
籠
』
論
―

 

コ
ロ
ン
ビ
ア
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学
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西
村
天
囚
（
時と
き

彦つ
ね

、一
八
六
五
〜
一
九
二
四
）
は
現
在
『
朝
日
新
聞
』「
天

声
人
語
」
の
名
付
け
親
、
宮
内
省
御
用
掛
、
漢
籍
に
通
暁
す
る
文
学
博
士

と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
に
は
、
帝
大
を
中
退

し
た
貧
乏
書
生
で
あ
っ
た
。
糊
口
の
具
と
し
て
執
筆
し
た
小
説
『
屑
屋
の

籠
』
が
「
小
説
体
に
合
は
ぬ
」「
馬
琴
の
焼
直
し
」
に
す
ぎ
な
い
と
謙
遜

し
な
が
ら
生
前
三
度
も
重
版
さ
れ
た
。小
説
の
中
に
み
ら
れ
る
公
衆
道
徳
、

知
徳
教
育
、
出
版
文
化
、
経
済
汚
職
、
政
治
改
革
、
階
級
意
識
な
ど
の
要

素
を
順
番
に
取
り
上
げ
、
忌
憚
な
く
維
新
以
後
の
「
時
を
慨
き
、
世
を
罵

る
」
が
、
そ
の
嘲
罵
の
声
は
屑
籠
の
中
か
ら
発
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ

る
。
一
人
の
屑
屋
が
、
長
屋
の
住
民
に
譲
っ
て
も
ら
う
中
古
品
、
破
損
品

が
、社
会
諷
刺
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、「
木
戸
銭
な
し
の
寄
席
」

だ
と
し
て
立
ち
聞
き
す
る
。
擬
人
化
さ
れ
た
「
屑
」
ら
が
、
夜
中
に
集
い



節
の
影
響
も
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
丈
軒
が
自
身
の

詩
観
を
確
立
す
る
契
機
と
し
て
、
同
じ
く
岡
山
藩
に
仕
え
た
松ま

つ

井い

河か

楽ら
く

（
一
六
四
三
―
一
七
二
八
）
と
の
詩
文
の
唱
酬
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す

る
。
両
者
は
朝
鮮
通
信
使
の
筆
談
唱
和
の
役
と
し
て
牛
窓
に
寓
し
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
実
に
多
く
の
詩
文
を
交
わ
し
て
い
た
。

大
丈
軒
の
主
眼
の
一
つ
は
、「
性
情
の
発
」
に
よ
る
詩
が
、
そ
の
性
情

の
善
悪
（
正
邪
）
に
か
か
わ
ら
ず
「
皆
実
に
し
て
偽
り
無
し
」
と
肯
定
的

に
捉
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
大
丈
軒
の
詩
観
を
い
か
に
位
置
付

け
る
か
と
い
う
問
題
を
、
朱
熹
や
同
時
代
の
儒
学
者
の
詩
観
と
比
較
検
討

し
な
が
ら
考
察
し
て
い
く
。

林
家
に
お
け
る
蘇
軾
「
聚
星
堂
雪
」
の
受
容

―
林
羅
山
・
林
鵞
峰
・
林
読
耕
斎
を
中
心
に
―

 

お
茶
の
水
女
子
大
学
（
院
）　
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北
宋
の
詩
人
蘇
軾
が
、元
祐
六
年
に
潁
州
に
赴
任
し
た
際
に
詠
ん
だ「
聚

星
堂
雪
」
詩
の
序
文
に
は
、
四
十
余
年
前
に
、
師
で
あ
る
欧
陽
修
が
潁
州

知
事
で
あ
っ
た
際
に
作
っ
た
「
雪
」
詩
に
お
い
て
、
雪
に
関
す
る
あ
り
ふ

れ
た
語
（
玉
・
月
・
梨
・
梅
な
ど
）
の
使
用
を
禁
じ
た
こ
と
（
禁
体
物
語

＝
体
物
の
語
を
禁
ず
）
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
蘇
軾
の
「
聚
星
堂
雪
」
は

師
の
「
禁
体
物
語
」
の
技
巧
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
同
時
に
雪
の
詩
作
を
め

ぐ
る
師
弟
の
継
承
と
い
う
逸
話
性
を
あ
わ
せ
有
し
て
い
る
。

「
聚
星
堂
雪
」
は
日
本
に
も
早
く
に
伝
わ
り
、
受
容
の
文
脈
は
大
き
く

二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
五
山
禅
林
に
お
け
る
受
容
で
、『
皇
元
風

雅
集
』
に
見
ら
れ
る
「
十
雪
題
詠
」
の
第
十
首
「
欧
陽
詩
雪
」
へ
の
模
擬

の
作
業
は
、
ま
っ
た
く
放
置
さ
れ
て
い
る
。

本
発
表
で
は
、
主
に
こ
の
史
資
料
間
の
異
同
を
検
討
し
て
、
こ
れ
ま
で

文
耕
一
件
に
つ
い
て
の
主
た
る
資
料
で
あ
っ
た
『
只
誠
埃
録
』
中
の
転
写

記
事
の
う
ち
、『
三
曹
讞
録
』
か
ら
の
引
用
と
い
う
二
名
の
科
書
は
信
頼

で
き
る
が
、
引
用
が
省
略
さ
れ
た
事
件
関
係
者
の
氏
名
に
つ
い
て
は
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
、
お
そ
ら
く
根
拠
の
な
い
想
像
に
よ
っ
て
創
り
出
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
一
方
、
底
本
史
料
の
不
明
に
よ
り
信
頼
度
未
知
数
で
あ

り
、
か
つ
『
野
辺
夕
露
』
が
記
述
様
式
か
ら
講
釈
師
流
の
関
与
を
疑
っ
て

い
た
『
百
万
塔
』
十
三
・
十
四
「
幕
府
時
代
届
申
渡
抄
録
」（
金
港
堂
、
明

治
二
十
五
年
）
中
の
科
書
に
は
、
信
頼
を
置
い
て
良
く
、
事
件
関
係
者
に

つ
い
て
は
町
奉
行
所
史
料
と
こ
ち
ら
に
よ
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
る
。

小
原
大
丈
軒
の
詩
観
に
つ
い
て

九
州
大
学
（
院
）　
中
　
山
　
成
　
一

小お

は

ら原
大だ
い

丈じ
ょ
う

軒け
ん

（
一
六
三
七
―
一
七
一
二
）
は
、
備
前
岡
山
藩
に
侍
講

と
し
て
招
か
れ
、
光
政
・
綱
政
の
二
代
藩
主
に
仕
え
た
朱
子
学
者
で
あ
る
。

大
丈
軒
の
著
作
に
は
、『
大
丈
軒
集
』（
写
本
、
二
十
一
冊
）
を
は
じ
め
と

し
、
漢
詩
や
儒
学
に
関
す
る
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
現
存
す
る
が
、
先
行
研
究

の
蓄
積
は
浅
く
、
大
丈
軒
の
事
蹟
や
そ
の
思
想
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
十
分

に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
本
発
表
で
は
、
大
丈
軒
の
基
本
的

な
事
蹟
や
関
連
資
料
を
整
理
し
、
そ
の
詩
観
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

大
丈
軒
の
詩
観
は
『
詩
経
集
注
』
を
中
心
と
し
た
朱
子
学
的
文
献
か
ら

語
句
を
引
き
な
が
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
北
宋
の
儒
学
者
で
あ
る
邵
康



で
あ
る
。
そ
こ
で
は
欧
陽
修
と
蘇
軾
の
逸
話
が
踏
ま
え
ら
れ
つ
つ
も
、「
禁

体
物
語
」
の
規
範
は
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。
他
方
、
近
世
以
降
に
は
、「
聚

星
堂
雪
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
技
巧
性
と
逸
話
性
を
備
え
た
「
禁
体
物

語
」
的
な
詠
雪
詩
が
主
流
と
な
っ
て
ゆ
く
。

近
世
初
頭
の
漢
学
者
林
羅
山
、
そ
の
子
で
あ
る
林
鵞
峰
お
よ
び
林
読
耕

斎
の
詩
作
に
は
、
上
述
の
両
文
脈
の
受
容
が
併
存
し
て
い
る
。
前
者
は
、

林
読
耕
斎
に
よ
る
「
十
雪
詩
」「
三
十
雪
詩
」
な
ど
と
、
そ
れ
に
対
す
る

父
羅
山
や
兄
鵞
峰
に
よ
る
和
作
に
見
ら
れ
る
。
後
者
に
該
当
す
る
の
は
、

鵞
峰
が
寛
永
十
七
年
に
詠
じ
た
「
季
冬
詠
雪
漫
賦
排
律
一
篇
」
で
あ
る
。

本
発
表
で
は
、
林
家
の
関
連
作
品
を
取
り
上
げ
、
逸
話
性
と
技
巧
性
の

視
点
か
ら
両
者
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
林
家
が
五
山
禅
林
的
詩
風
を

近
世
的
詩
風
へ
と
転
換
さ
せ
る
一
契
機
を
担
っ
た
可
能
性
を
論
じ
る
。

永
田
善
斎
『
膾
餘
雑
録
』
に
つ
い
て

―
黎
明
期
の
漢
文
随
筆
― 

 

九
州
大
学
　
川
　
平
　
敏
　
文

近
世
初
頭
の
漢
文
随
筆
、永
田
善
斎
の
『
膾か
い

餘よ

雑
録
』（
以
下
『
雑
録
』、

承
応
二
年
刊
）
を
取
り
上
げ
る
。
善
斎
は
藤
原
惺
窩
門
の
紀
州
藩
儒
。
近

世
の
「
随
筆
」
と
は
一
般
的
に
、
中
国
宋
代
の
『
容
斎
随
筆
』
に
そ
の
典

型
が
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
雑
考
・
雑
説
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。『
雑
録
』

は
、
日
本
に
お
け
る
そ
う
し
た
「
随
筆
」
の
黎
明
期
の
産
物
で
あ
り
、
永

田
善
斎
と
い
う
謎
多
き
儒
学
者
の
文
業
を
明
ら
か
に
で
き
る
点
で
も
興
味

深
い
。
本
発
表
で
は
、
お
も
に
三
つ
の
特
徴
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
る
。

一
つ
め
は
、
中
国
明
末
の
書
籍
の
受
容
。
善
斎
は
、
李
攀
龍
・
王
世
貞

ら
古
文
辞
学
派
、
李
卓
吾
・
焦
竑
ら
王
学
左
派
周
辺
、
袁
中
郎
・
鍾
惺
ら

公
安
・
竟
陵
派
な
ど
、
明
末
の
さ
ま
ざ
ま
な
学
派
の
著
述
を
引
用
し
、
賛

否
両
論
の
所
見
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
き
た
以
上
に
、

明
末
の
書
籍
が
主
体
的
に
受
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

二
つ
め
は
、
老
荘
思
想
へ
の
向
き
合
い
か
た
。
老
荘
を
批
判
す
る
の
は

儒
学
者
の
常
で
あ
り
、
善
斎
に
も
そ
れ
は
一
と
お
り
見
ら
れ
る
が
、
そ
の

一
方
で
、
山
林
へ
の
憧
憬
、
才
芸
の
否
定
な
ど
、
老
荘
的
な
言
説
も
散
見

す
る
。
同
様
の
老
荘
受
容
に
つ
い
て
は
、
江
戸
の
林
家
一
門
の
そ
れ
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
儒
学
者
の
複
雑
な
内
面
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

三
つ
め
は
、
日
本
の
歴
史
・
文
学
へ
の
関
心
。
儒
学
者
の
関
心
事
と
し

て
、
中
国
の
思
想
・
文
学
が
主
体
と
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
善
斎
は
、

日
本
の
歴
史
上
の
人
物
、
物
語
・
謡
曲
な
ど
に
つ
い
て
も
よ
く
言
及
し
て

い
る
。
こ
こ
に
は
日
本
の
歴
史
・
文
学
を
儒
学
的
観
点
か
ら
再
構
築
し
よ

う
と
す
る
、
林
羅
山
な
ど
と
も
共
通
す
る
志
向
性
が
う
か
が
え
る
。

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵
「
合
作
・
富
士
山
図
」
に

つ
い
て

―
妙
法
院
宮
真
仁
法
親
王
文
化
圏
の
可
視
化
―

 

大
阪
大
学
名
誉
教
授
　
飯
　
倉
　
洋
　
一

妙
法
院
宮
真
仁
法
親
王
が
、
地
下
の
画
家
や
文
人
を
寵
愛
・
抜
擢
し
、

十
八
世
紀
後
半
の
京
都
芸
文
壇
の
革
新
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
親
王
は
、詩
歌
会
や
席
画
会
を
妙
法
院
で
催
し
、

文
芸
サ
ロ
ン
的
な
場
を
形
成
し
た
が
、
本
発
表
で
は
、
そ
の
人
的
交
流

の
結
実
の
ひ
と
つ
で
あ
る
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館C

ow
les C

ollection



地
域
な
ど
は
大
略
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
が
、
興
行
に
先
立
っ
て

配
布
さ
れ
た
は
ず
の
引
札
が
該
当
の
勝
句
刷
と
共
に
残
る
こ
と
は
殆
ど
無

い
た
め
、
奉
納
先
・
願
主
・
点
料
・
締
切
月
日
等
々
は
不
明
で
、
興
行
の

全
体
像
が
判
然
と
し
な
い
事
例
が
圧
倒
的
に
多
い
。

こ
の
た
び
取
り
上
げ
る
『
金
沢
会
所
勝
句
刷
』〈
仮
称
〉
は
宮
田
正
信

氏
旧
蔵
本
（
現
奈
良
大
学
図
書
館
蔵
）
で
、
金
沢
連
に
よ
る
享
保
末
か
ら

元
文
・
寛
保
頃
の
前
句
付
勝
句
刷
四
十
三
点
を
収
録
。
珍
と
す
べ
き
は
そ

の
殆
ど
が
引
札
を
勝
句
刷
の
冒
頭
部
に
転
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ

ま
り
引
札
と
勝
句
刷
が
セ
ッ
ト
で
残
っ
て
い
る
わ
け
で
、
照
合
す
る
こ
と

に
よ
り
興
行
の
様
子
が
か
な
り
具
体
的
に
分
か
っ
て
く
る
。

ま
た
、
金
沢
の
連
中
は
地
元
で
か
よ
う
な
前
句
付
興
行
を
日
常
的
に
催

す
の
と
併
行
し
て
、
京
都
点
者
に
よ
る
不
定
期
の
規
模
の
大
き
な
万
句
興

行
に
も
大
量
の
句
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
も
現
存
会
所
本
か
ら
確
認
す
る
こ

と
が
出
来
る
。

今
回
の
発
表
で
は
『
金
沢
会
所
勝
句
刷
』
か
ら
知
ら
れ
る
当
地
の
前
句

付
興
行
の
実
態
に
つ
い
て
報
告
し
、そ
の
濫
觴
に
つ
い
て
触
れ
る
と
共
に
、

夥
し
い
付
句
を
生
産
し
て
い
た
金
沢
の
作
者
が
ど
う
い
う
階
層
の
人
た
ち

で
あ
っ
た
の
か
に
も
及
ん
で
み
た
い
。

所
蔵
の
一
幅
「
合
作
・
富
士
山
図
」
に
つ
い
て
、
制
作
状
況
、
成
立
過
程
、

着
賛
者
お
よ
び
そ
の
漢
詩
・
和
歌
な
ど
を
総
合
的
に
検
討
し
、
本
画
賛
の

文
化
史
的
意
義
に
つ
い
て
考
え
る
。

本
作
は
、
真
仁
法
親
王
が
描
い
た
富
士
山
に
、
円
山
応
挙
と
呉
春
が

麓
の
木
立
を
添
え
た
絵
に
、
本
紙
四
名
（
漢
詩
二
・
和
歌
二
）、
本
紙
外

十
一
名
（
漢
詩
五
・
和
歌
六
）
が
着
賛
し
た
合
賛
で
あ
る
。
着
賛
順
（
飯

倉
推
定
）
に
記
す
と
、
1
慈
周
（
六
如
）、
2
澄
月
、
3
村
瀬
栲
亭
、
4

伴
蒿
蹊
、
5
皆
川
淇
園
、
6
慈
延
、
7
清
田
龍
川
、
8
上
田
秋
成
、
9
柚

木
太
淳
、
10
餘
弘
易
、
11
加
藤
千
蔭
、
12
村
田
春
海
、
13
福
井
厳
助
、
14

本
居
宣
長
、
15
小
沢
蘆
庵
で
あ
り
、
江
戸
の
歌
人
を
も
含
め
た
妙
法
院
宮

文
化
圏
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー
の
観
が
あ
る
。

本
作
の
画
は
席
画
で
あ
り
、
着
賛
は
寛
政
六
年
か
ら
享
和
元
年
の
間
に

順
次
行
わ
れ
、
富
士
山
と
い
う
よ
り
真
仁
法
親
王
の
画
を
称
え
る
賛
が
少

な
く
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
本
作
は
、
あ
た
か
も
妙
法
院
宮
文
化
圏
を

誇
示
す
る
形
に
仕
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
文
化
史
的
意
義
は
、
真
仁
法

親
王
の
、
地
下
の
漢
詩
人
・
歌
人
・
画
家
の
俊
秀
を
糾
合
し
た
文
化
圏
を
、

合
作
画
賛
と
い
う
形
で
可
視
化
し
た
点
に
存
す
る
と
結
論
す
る
。

金
沢
の
前
句
付

 

奈
良
大
学
名
誉
教
授
　
永
　
井
　
一
　
彰

元
禄
以
降
、
雑
俳
化
に
伴
い
急
速
に
諸
国
に
拡
が
り
を
見
せ
た
前
句
付

は
享
保
末
に
至
っ
て
盛
行
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
こ
の
時
期
に
目
立
つ
の

が
地
方
無
名
点
者
に
よ
る
社
寺
へ
の
奉
納
を
謳
っ
た
興
行
で
、
そ
の
様
子

は
断
片
的
に
残
る
勝
句
刷
か
ら
点
者
・
前
句
題
・
勝
句
数
・
披
露
月
日
・



を
期
待
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

一
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
趣
旨
と
勧
化
本
の
研
究
に
つ
い
て

 

司
会
者
　
　
　
　
龍
谷
大
学
　
　
　
　
和
田
　
恭
幸

 

司
会
者
補
助
　
　
花
園
大
学
（
非
） 

　
岩
間
　
智
昭

二
、
浅
井
了
意
の
存
疑
仏
書
に
見
る
近
世
前
期
の
仏
書
出
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
大
谷
大
学
　
　
木
村
　
迪
子

近
世
前
期
最
大
の
仮
名
草
子
作
家
・
浅
井
了
意
は
鼓
吹
物
の
第
一
人
者

で
も
あ
る
が
、
そ
の
著
作
に
は
偽
書
が
多
く
、
真
贋
判
定
は
了
意
研
究
の

根
幹
を
な
す
。
本
発
表
は
、
先
行
研
究
を
更
新
す
る
視
座
か
ら
、
了
意
の

存
疑
仏
書
を
め
ぐ
る
書
誌
的
問
題
を
取
り
上
げ
る
。

具
体
的
に
は
、『
父
母
恩
重
経
話
談
抄
』（
元
禄
二
年
〈
一
六
八
九
〉
刊
）

の
板
元
問
題
や
、『
法
語
鼓
吹
』（
元
禄
六
年
〈
一
六
九
三
〉
刊
）
が
玄
貞

に
よ
る
偽
書
で
あ
る
蓋
然
性
、
更
に
こ
れ
ら
の
証
左
と
し
て
用
い
ら
れ
て

き
た
元
禄
九
年
〈
一
六
九
六
〉
刊
『
増
益
書
籍
目
録
』
の
信
憑
性
を
論
証

す
る
。

こ
れ
ら
の
分
析
は
、
作
家
没
後
に
そ
の
権
威
を
利
用
し
た
商
業
出
版
が

活
発
化
す
る
実
態
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
こ
う
し
た
仏
書
の
偽
書
の
検
討

を
通
じ
て
、
近
世
出
版
文
化
の
一
側
面
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

三
、
誓
誉
の
仏
教
長
編
説
話

 

東
京
成
徳
大
学
（
非
） 

　
山
下
　
琢
巳

宝
暦
か
ら
天
明
期
の
江
戸
で
は
、
草
双
紙
や
狂
歌
等
が
主
流
を
占
め
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
要
旨

勧
化
本
研
究
の
可
能
性

従
来
、
勧
化
本
は
、
近
世
小
説
の
典
拠
、
あ
る
い
は
周
辺
資
料
と
し
て
、

諸
先
学
の
論
考
、
あ
る
い
は
各
種
の
校
訂
本
の
頭
注
や
解
説
に
登
場
し
て

き
た
。
も
ち
ろ
ん
、堤
邦
彦
氏
の
『
江
戸
の
怪
異
譚
―
地
下
水
脈
の
系
譜
』

（
二
〇
〇
四
年
・
ぺ
り
か
ん
社
）
を
始
め
と
す
る
諸
研
究
、
あ
る
い
は
後

小
路
薫
氏
の
『
勧
化
本
の
研
究
』（
二
〇
一
〇
年
・
和
泉
書
院
）
の
よ
う
に
、

近
世
期
の
唱
導
資
料
を
積
極
的
に
研
究
対
象
と
す
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、

研
究
人
口
が
飛
躍
的
に
増
加
す
る
よ
う
な
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
近
年
に
お
い
て
は
、
木
村
迪
子
氏
、
万
波
寿
子
氏
ら
の
研
究

活
動
の
よ
う
に
、
そ
れ
自
体
を
研
究
対
象
と
す
る
方
向
へ
と
移
り
変
わ
っ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
研
究
動
向
を
受
け
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
今
一

度
、
素
朴
な
が
ら
も
、
勧
化
本
を
以
下
の
二
つ
の
観
点
か
ら
考
察
し
、
意

見
交
換
を
交
え
つ
つ
、
研
究
者
相
互
の
共
通
理
解
を
深
め
た
い
。
二
つ
の

観
点
と
は
、
一
つ
に
は
「
出
版
」（
有
名
な
作
者
と
そ
の
偽
書
を
め
ぐ
る

諸
問
題
）、
二
つ
に
は
「
内
容
」（
仏
教
長
編
説
話
の
創
作
方
法
と
特
徴
）

で
あ
る
。

な
お
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
進
行
は
、
①
司
会
者
と
司
会
者
補
助
（
和

田
恭
幸
氏
・
岩
間
智
昭
氏
）
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
趣
旨
と
勧
化

本
研
究
に
関
す
る
概
説
、
②
木
村
迪
子
氏
の
研
究
発
表
、
③
山
下
琢
巳
氏

の
研
究
発
表
、
④
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
（
万
波
寿
子
氏
・
服
部
仁
氏
）
に
よ

る
質
問
や
提
言
等
、
⑤
質
疑
応
答
の
順
を
予
定
す
る
。
パ
ネ
リ
ス
ト
の
人

数
を
少
な
く
し
た
の
は
、
忌
憚
な
き
質
疑
・
応
答
、
活
発
な
る
意
見
交
換



や
が
て
、
寛
政
の
改
革
を
へ
て
、
後
期
読
本
時
代
へ
と
移
行
す
る
。
こ
の

時
期
の
長
編
読
み
物
と
し
て
の
欠
落
を
補
っ
た
の
が
、
実
録
本
と
仏
教
長

編
説
話
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
仏
教
長
編
説
話
は
、
浄
土
宗
な
ど
の
説
教
僧

が
、
説
経
・
古
浄
瑠
璃
な
ど
で
扱
う
宗
教
的
な
説
話
を
も
と
に
、
そ
こ
に

潤
色
を
加
え
て
長
編
物
語
と
し
た
も
の
で
、
書
肆
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
の
書
が
、
中
国
白
話
小
説
と
な
ら
ん
で
、
文
化
年
間
、
馬
琴
、
京
伝

ら
の
後
期
読
本
発
生
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
、
諸
氏
に
よ
り

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

武
州
川
崎
在
住
の
唱
導
僧
誓
誉
は
、
こ
の
仏
教
長
編
説
話
の
作
者
の
ひ

と
り
で
、そ
の
著『
安
倍
仲
麿
入
唐
記
』四
巻
四
冊（
宝
暦
十
年〈
一
七
六
〇
〉

序
）、『
泉
州
信
田
白
狐
伝
』
五
巻
五
冊
（
宝
暦
七
年
〈
一
七
五
七
〉
刊
）

は
、
浅
井
了
意
作
と
さ
れ
る
『
安
倍
睛
明
物
語
』
を
主
な
典
拠
と
す
る
。

二
書
と
も
に
寛
政
年
間
に
再
版
さ
れ
て
、
文
政
二
〈
一
八
一
九
〉
年
に

は
、
畠
山
保
躬
に
よ
る
挿
絵
が
施
さ
れ
て
読
本
『
絵
本
輪
廻
物
語
』
五
巻

五
冊
と
し
て
上
方
で
再
生
さ
れ
る
。
こ
の
誓
誉
に
は
、
や
は
り
宝
暦
七
年

〈
一
七
五
七
〉
刊
の
『
勧
化
五
衰
殿
』
五
巻
五
冊
、『
勧
化
五
衰
殿
附
録
』

二
巻
二
冊
が
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
こ
の
二
書
を
取
り
上
げ
、
そ
の
創
作

法
か
ら
仏
教
長
編
説
話
の
特
徴
を
探
る
。



会会
場場
へへ
のの
アア
クク
セセ
スス

  

 
 

 
 

            
・

JR
東
海
道
本
線
・
近
鉄
京
都
線
・
京
都
市
営
地
下
鉄
烏
丸
線

 「
京
都
」
駅
下
車
、
北
西
へ
徒
歩
約

15
分
（
市
バ
ス
約

10
分
）

 

 
最
寄
り
の
バ
ス
停
：
市
バ
ス
「
七
条
堀
川
」
ま
た
は
「
七
条
大
宮
・
京
都
水
族
館
」

 

・
JR
山
陰
本
線
（
嵯
峨
野
線
）
「
梅
小
路
京
都
西
」
駅
下
車
、
北
東
へ
徒
歩
約

10
分

 

・
阪
急
京
都
本
線
「
大
宮
」
駅
下
車
、
南
へ
徒
歩
約

20
分
（
市
バ
ス
約

10
分
）

 

会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
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                   会
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